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序

昭和63年度の特設展示は，市常11100周年を迎える記念事業の一環として， r古代の荷台一一いま匙える海への

メァセージー一一」を開催しました。天然の良港博多湾を擁する福岡市は，原始・古代から現在に至るまで，海と

の深いかかわりのもとに発展し，大陸への拠点として栄えてきました。昭和62年に発掘された鴻脆館の遺構や遺

物は，日本の対外交渉史上，如何に重要な役割りを果たしてきたかを如実に物語っています。

このようなことから，海と人々との交流を基調にして特に船に焦点をあてて展示をいたしました。更に特設展

の意義を深めるために記念講演を行い， r古代の船の発掘J， r船の変遷J， r古代西日本の海上交通Jの面から

船の役割りについて探ってみました。入館者も5，000名を超え，盛況裡に終わることができました。これもひと

えに市民各位の御理解御支援によるものと深く感謝しております。

また，福岡市博物館第4回収蔵品展ーふくおかの歴史とくらしーを開催し，御寄贈，御寄託を受けている貴重

な資料を展示しました。

なお，常設展示の内容の充実や，資料の収集整理，調査，研究，普及活動等についても活発に活動してまいり

ました。

ところで，当歴史資料館は，福岡市博物鎗が開館するに伴い，博物館行政の機能を統一することから，平成2

年 3月31日を以て閉館することになりました。そこで，昭和64年・平成元年度の事業については，何らかの形で

後日報告することにして，年報としては本号を以て終了いたします。

当歴史資料館協議会委員及び関係機関の方々をはじめ，市民の皆様のこれまでの温かい御指導と御援助に対

し，職員一同心から感謝し厚く御礼を申し上げます。

平成 2年3月31日
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昭和63年度の歴史資料館の活動

l 展

(1 )常設展示

62年度の展示主題を継続したが，第 5展示室のスラ

イド映写室を廃止し，新たに第 2展示室をビデオ映写

室として使用したのに伴い，考古資料の展示について

一部手直しを行った。各展示室の概況は次のとおり。

第1展示室 原始・古代の生活と社会

食生活については，縄文~弥生時代の資料により，

狩猟・漁携・採集の各分野と，板付遺跡を中心とした

水稲農耕の開始期を展示。衣服については，縄文~古

墳時代の織物に関する資料，住居については，宝台遺

跡をモデルにした弥生時代の竪穴住居集落模型を展

示。ほかに弥生時代・奈良時代の井戸・水田祭杷資料

及び北九州と近畿地方の弥生時代墓制を対比するた

め，宝i前尾遺跡模型等と大阪市加美遺跡模型を展示。

第2展示室 ビデオ映写室

博多祇園山笠(14分)，近世筑前の海運 (9分)， 

明治・大正博多の風俗画(12分)，金印の発見(9 

分)の4本を放映。

第3展示室 弥生時代の墓の副葬品，奴国と金印

北部九州弥生時代の青銅器製作に関する資料と，

鏡・腕輪・武器・玉類など墓の副葬品を展示。また，

金印(レプリカ)と関係文書(複製)を展示。

第4展示室博多の対外交渉

奈良~平安時代の大宰府と鴻艦館及び関連遺跡の出

土品を展示。また，弥生・古墳・奈良~鎌倉時代に朝

鮮・中国からもたらされた土器・陶磁器など市内の出

土品を展示し，福岡市とその周辺が対外交渉に占めた

歴史的位置を考える。

第5展示室古墳とその社会

丸隈山古墳石室模型・片江古墳群模型及び出土品な

どを展示し，古墳時代社会を示す。

第6展示室福岡・博多の歴史・民俗

仏教京ノ隈遺跡、の経塚模型と出土品を展示し，平

安仏教の一端を示す。

元冠文書・絵・パネルなどで元冠について展示。

I 

刀三

近世の福岡・博多 西遊雑記など近世文書を展示

し，福岡藩の政治・経済を示す。

郷土の先学亀井南冥「金印弁(写本)J，青柳種信

「丸隈山古墳出土鏡図」を展示。

筑前の漁業網漁や釣漁などに使用された漁具や，

どんざ・船模型を展示。

筑前の農業 宮崎安貞「農業全書j及び大蔵永常

「農具便利論」を紹介しながら農具を展示し，田起しか

ら収納までを示す。

町のくらし 若者組飲食具など町や組の道具，博多

曲物やポッポ膳・博多ちゃんぽん・オキアゲ(押し

絵)など博多の伝統職や年中行事・風俗などを示す資

料を展示。

(2 )特設展示

古代の船ーいま匙る海へのメッセージー

会期 8月23日-9月25日 (30日間)

会場第 1-第6展示室

入場料 一般・大学生・高校生200円(団体160円). 

小中学生100円(団体60円)

入場者数 一般・大学生・高校生4.219名，小・中学生

1，051名，合計5.270名(一日平均176名)

展示品図録 B5版99ページ， 1部1，000円で頒布

展示パンフレット B5版 4ページ，無料配布

昭和63年は福岡市制施行100周年の記念すべき年に

当るため，特設展は記念事業の一環として開催した。

福岡市は，古くから大陸との文化，経済，外交の拠

点として栄えた「海に聞かれた都市Jであり，今回の

特設展は，海を舞台に文化の交流，創造，発展に活躍

してきた交通手段としての船に焦点をあて，船と人間

のさまざまな関わりの歴史を探究しようと企図したも

のである。展示品総数60件114点，展示構成とおもな

展示品は次のとおり。

船の変遷一考Ijり船から構造船へー

縄文時代の剥り船から古墳時代の準構造船，奈良・



平安H守代の遣唐使船模型，中世の絵巻物に村iかれた

船，近世の平日船模型などの展示を過して船の発達史を

採る。縄文|時代の割り船(千葉 ・米倉追跡)，古墳H寺

代の日計位造船 (大阪 ・久宝寺遺跡、)，準構造船木製品

(福岡 ・吉武樋渡遺跡)，権(香川・ 普通寺西遺跡ほ

か)，込;I唐使船模型(神戸市立博物館)， "~I 'I止の北野

天和l'縁起(太宰府天満宮文化研究所)，近世の和船模

型 ・奉納額(神戸商船大学海事資料館)など。

特設展示状況(第 l展示室)

特設展示状況(第 5展示室)

特設展示状況(第 6展示室)

2 

倭人と船一生活と祭りと祈り

土器や青銅務に捕かれた船，各種の船形模造品，装

飾古墳に:Wiかれた船の展示を過して，船に対する古代

人の精神世界を採る。船の絵のある弥生土器(奈良 ・

唐古辿閥、ほか) ，船のある土師器 (福岡 ・津古 2号

墳)，船の絵のある円筒埴輪(京都 ・雁子岳古墳)， 

船形木製品(大阪・西岩田遺跡、ほか) ，船形土製品

(香川・ 大illii兵逃跡ほか)，船形鉄製品(石川 ・寺家

遺跡)，滑石製船形(福岡 ・沖ノ島)，装飾古墳に拙

かれた船(福岡 ・珍敷塚古墳模写ほか) ，船形埴輪

(大阪・高廻り 2号墳ほか)など。

船と交流一古代西日本の海上交通一

船で運ばれた南海産貝 1愉や，各地の海底から出土し

た弥生~中世の考古資料ーの展示を通して，古代西日本

の海上交通について考える。有柄式磨製石剣(香川・

高松戸11rf/j:1氏)，北部九州、|の弥生土器(島根・|懲11皮烏沖

海底)，ゴホウラ製腕輪未製品(i中縄 ・木綿原逃跡ほ

か)， '[背!守fI，餓l必ゑ引p碗沌 (i 

水ノ子岩討海町E引j底氏)，広形鋼矛 ・銀製水注・海獣葡萄鋭 ・

碇石ほか(術岡 ・博多湾海底)など。

(3 )福岡市博物館第4回収蔵品展

ふくおかの歴史とくらし

会期 10月 l日-10月30日 (26日間)

会場第 1-第6展示室

入j湯本 ;1!'伴|

入場者数 4，042人(l日平均155人)

展示パンフレッ ト B5版 8ページ，無料配布

楠岡rliは郷土福岡の特性をふまえ，歴史とくらしを

学ぶ陣物館の建設準備を進めており，今年度から組織

として福岡市開物館がスタートした。これま での準備

過程で，多くの市民の方々のご協力により，貴重な資

本|のご干J!!国，ご寄託を多数受けている。このご厚立に

報いるために，過去 3回収蔵品展としてこれらの資料

を公開したが，それに引き続き第 4回収蔵品展を開催

した。おもな展示品は次のとおり 。

寄贈資料 森資料(五十二万石如水庵家の江戸H寺代

からの菜子型など) ，進藤資料(明治時代末からの料

亭 ・家庭道具 ・花嫁道具など)，篠田資料(明治以降

洋gjil燭製造に使用された動力化前の道具)，飯尾資料



(櫛田神社遷官祭や消防など博多町人の社会生活用

具)，木村資料(日本髪を結うための用具である様々

なデザインの油査)，中江家資料(黒団長薄近習役中

江正義の幕末~明治の日記など)，安田資料(福岡藩

馬方家の馬術免許相伝・西洋馬術免許相伝・西洋馬術

教本など)，井筒屋資料(精中書状)，具足師団中家

資料(武具甲骨から生活用具まで新調・修理資料)， 

井上資料(博多人形師資料)，星出資料(伝単「感激

の握手J) ，渡辺資料(明治39年消防組手当領収書な

ど)，中牟田資料(東郷平八郎書)，橋本資料(藩札

など)，江口・磯野資料(西郷吉之助書状)など

寄託資料勝福寺資料(寺伝世の中世・近世・近代

文書と書面資料)，衣笠資料(福岡藩御用絵師家伝の

帝鑑図・扉風・地図の写しなど)，青柳資料(飯盛神

社の社領・神事に関するもののほか近世・近代文書)

購入資料 中牟田氏関係文書，前田玄以書状，鹿島

鍋島家文書，豊臣秀次朱印状，景順関係文書，高島流

諸砲制度上・下，都築家文書，鍋島家関係文書，ポス

ター「酒銘梅ヶ谷」・「たのむぞ石炭」・「宮崎宮J.

絵葉書「東亜勧業博覧会記念J.京更紗・堺更紗

2 資料 収集

今年度収集した考古・歴史・民俗資料は次のとおり

である。

( 1 )寄贈資料

ア.考古・歴史資料

P88-1 青磁花瓶 l点江戸時代 (伊藤彰啓氏)

P回一 2 中国歴代貨幣 41点戦国~清代 (橋詰

武彦氏)

P88-3 治平元宝 l点 中国宋代 (岩田みを氏)

P邸 -4 高橋家文書 19点 江戸時代の武術免許状

(高橋貞次氏)

イ.民俗資料

FP-l スゴ 1点 ツワやガゼ採りの運搬具

(竹園金吾氏)

FP-2 千歯扱き l点本山製 (木戸寿氏)

FP-3 雛人形 1組 (木戸寿氏)

FP-4 節供人形 l点 (木戸寿氏)

FP-5 節供人形 1点 (木戸寿氏)

FP-6 シュモク l点 フカ突き用漁具 (宗芳

太氏)

FP-7 ハッポウ l点集魚具 (宗芳太氏)

FP-8 ハッポウ l点集魚具 (宗芳太氏)

FP-9 ハッポウ 1点集魚具(宗芳太氏)

FP-I0 糸車 1点 (高倉好美氏)

FP-ll 箕 l点豆 用 (高倉好美氏)

FP-12 箕 1点豆 用 (高倉好美氏)

FP-13 帯 1点博多献上紗八す帯 (岡野喜代

治氏)

FP-14 帯 I点 (岡野喜代治氏)

FP-15 帯 1点博多献上紗八寸帯 (凋野喜代

治氏)

FP-16 ワクサシ 1点 機織り具 (岡野喜代治

氏)

FP-17 

FP-18 

FP-19 

FP-20 

FP-21 

FP-22 

FP-23 

FP-24 

FP-25 

FP-26 

FP-27 

FP-28 

FP-29 

FP-3(} 

FP-31 

FP-32 

FPーお

FP-34 

FP-35 

FP-36 

座繰り 4点機織り具 (岡野喜代治氏)

座繰り l点機織り具 (岡野喜代治氏)

グリ l点機織り呉 (岡野喜代治氏)

ジャガード 1点機織り具 (岡野喜代

治氏)

ヒ 44点機織り具 (岡野喜代治氏)

カマチ l点機織り具 (岡野喜代治氏)

土斐 l点大正時代 (岡野喜代治氏)

テーブルセンター I点 (岡野喜代治氏)

オヒツ 1点 (玉川桂氏)

魚オケ l点 (玉川桂氏)

水筒 l点 (玉川桂氏)

カケヤ 1点 (玉川桂氏)

パカチ l点 ブリキ製 (玉川桂氏)

鍬 1点 (玉川桂氏)

ツチ 1点 (玉川桂氏)

ナタガマ 1点 (玉川桂氏)

ヤス 1点突き漁具 (玉川桂氏)

ヒッカケ 1点釣り用具 (玉川桂氏)

ダマシ l点釣り用具 (玉川桂氏)

ダマシ l点釣り用具 (玉川桂氏)

-3-



FP-37 釣り針一括釣り用具(玉川桂氏)

FP-38 

FP-39 

FP-40 

FP-41 

FP-42 

FP-43 

FP-44 

FP-45 

FP-46 

FP-47 

FP-48 

FP-49 

FP-50 

FP-51 

ハエナワ入れ I点釣り用具 (玉川桂氏)

スクイタモ I点網漁具 (玉川桂氏)

ハマタテ l点網漁具 (玉川桂氏)

ナンパ l点網漁具 (玉川桂氏)

ナンパ l点網漁具 (玉川桂氏)

アミクズ一 括 網 漁 具 (玉川桂氏)

アミクズ 1点網漁具 (玉川桂氏)

フグ箆 l点 (玉JlI桂氏)

カギ l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

カギ l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

アマメゴ l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

アマメゴ l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

アマメゴ l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

箱眼鏡 l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

FP-52 鎌 l点磯物採取用具 (玉川桂氏)

FP-53 餌箱 l点 (玉川桂氏)

FP-54 シメカギ l点 漁貝処理具 (玉川桂氏)

FP-55 箱イケス I点 (玉川桂氏)

FP-56 ブイ l点 (玉川桂氏)

FP-57 

FP 日

FP-59 

錨 l点 (玉川桂氏)

フミアガリ l点船具 (玉川桂氏)

庖丁 l点 (玉川桂氏)

FP一印 アセリ l点漁具(玉川桂氏)

FP-61 

FP-62 

FP一日

FP一臼

FP-65 

FP-66 

FP-67 

FP-68 

FP-69 

FP-70 

FP-71 

FP-72 

FP-73 

ワカメ結束台 l点 (玉川桂氏)

スローラ 1点藁寵 (玉川桂氏)

スローラ I点 ナイロン製 (玉川桂氏)

オイ l点運搬具 (玉川桂氏)

レコードプレーヤー l点 (林田太郎氏)

蛇口 l点 (林田太郎氏)

ロクロ l点井戸掘り用 (林田太郎氏)

モミオサエ l点 (大神泰徳氏)

カイリョウノコ l点 山樵用具 (大神

泰徳氏)

マエピキ l点 山樵用具 (大神泰徳氏)

カイリョウノコ l点 山樵用具 (大神

泰徳氏)

カワムキ l点 松の皮剥き用 (大神泰

徳氏)

カンウチヨキ l点 山樵用具 (大神泰

-4  

FP-74 

FP-75 

FP一76

FP-77 

FP-78 

FP-79 

FP-80 

FP-81 

FP-82 

FP一部

徳氏)

ドウビキカン 5点搬出用具 (大神泰

徳氏)

ツル l点搬出用具 (大神泰徳氏)

鈎秤 l点 (大神泰徳氏)

千歯扱き l点脱穀機 (中牟田寿氏)

千歯扱き l点脱穀機 (中牟田寿氏)

蓑 l点 防寒具 (中牟田久人氏)

鍬 I点 (中牟田久人氏)

クレ打ち l点 耕転用具 (中牟田久人

氏)

クレ打ち l点耕転用具 (中牟田久人

氏)

モッタテ l点 耕転用具 (中牟田久人

氏)

FP-84 モッタテ l点耕転用具 (中牟田久人

氏)

FP-85 田植え定規 l点 (中牟田久人氏)

FP-86 田植え定規 l点 (中牟田久人氏)

FP-87 苗龍 l組 (中牟田久人氏)

FP-88 

FP-89 

FP-90 

FP-91 

FP-92 

FP-93 

FP-94 

FP-95 

FP-96 

FP-97 

FP-98 

FP-ω 

FP-l∞ 
FP-lOl 

FP-102 

FP-103 

ガンヅメ l点 目の草取り (中牟田久

人氏)

ガンヅメ l点 目の草取り (中牟田久

人氏)

ガンヅメ I点 田の草取り (中牟田久

人氏)

田の草押し l点 (中牟田久人氏)

田の草押し I点 (中牟田久人氏)

回の草押し l点 (中牟田久人氏)

回の草押し l点 (中牟田久人氏)

カケビシャク l点 (中牟田久人氏)

コエピシャク l点 (中牟田久人氏)

唐箕 I点 (中牟田久人氏)

ブリ棒 l点 脱穀用具 (中牟田久人氏)

手桶 1点 (中牟田久人氏)

センパ l点 脱穀用具 (中牟田久人氏)

テミ l点 選別用具 (中牟田久人氏)

ハミ切り(わら切り) 1点 (中牟田久人

氏)

フゴ l組運搬用具 (中牟田久人氏)



FP-l但 鞍 I点 (中牟田久人氏) D88-1O 糸印・古印 91点 (金内芙美氏)

Ft-l05 鞍 1点 (中牟田久人氏) D88-11 鏡・鉄万・玉・磨製石鍛等77点 (九州大

FP-I06 唐箕 1点 (松本武次郎氏) 学考古学研究室)

FP-107 節供人形 I点 (大橋重雄氏) D88-12 白磁碗 l点 (松田好喜氏)

FP-l偲 鬼瓦 l点 (舌間ます子氏) D88-13 銀製水注 l点 (金山哲也氏)

FP-109 謄写版 l式 (舌問ます子氏) D88-14 広形銅矛 l点 (権藤弥栄氏)

FP-110 本 1点 (舌閉ます子氏) D88-15 香椎宮資料 751点 (木下禾大氏)

D88-16 堀資料 139点 (堀宗次氏)

(2)寄託資料 D88-17 田隈文書 118点 (田隈タネ氏)

ア.考古・歴史資料 イ.民俗資料

D88-1 軒先瓦・滑石製模造品・石製品等39点

(長半米氏)

FD88-1 農具等1，746点 (南区民俗文化財保存会)

FD88-2 仕事着等286点 (前田滝郎氏)

D88-2 銅矛 10口 (松尾義長氏)

D88-3 三角縁神獣鏡片・鉄万片・尖頭器等10点

(曽根田諭氏)

D88-4 石核・細石刃・石刃・エンドスクレイパー

・尖頭器・彫器等12点 (吉岡章氏)

D88-5 銅文鋳型・石文 2点 (筑紫正高等学校)

D88-6 t方製三角縁神獣鏡 2面 (磯野泰二郎氏)

D88-7 前漢鏡・鉄製素環頭大万・小形f方製鏡・細

形銅矛片・鉄斧・石斧等141点 (石井忠

氏)

D88-8 磨製石斧等6点 (久保田耕作氏)

FD88-3 船額等58点 (石橋輿一郎氏)

FD88-4 風呂敷等33点 (安武清蔵氏)

FD88-5 救難組合旗等 6点 (西浦救難所)

FD88-6 呉服商看板等 3点 (辻公也氏)

(3 )借上げ資料

有償で借用している資料。 4件40点すべて考古資

料。城ノ原廃寺軒丸瓦，五島山古墳出土鏡・銅鍛・鉄

製品・玉類，博多湾出土海獣葡萄鏡，縄文土器・石器

など。

D88-9 鯨脊椎骨圧痕土器・織物の圧痕土器長崎 (4 )資料の修復

県宮ノ本遺跡 19点 (佐世保市教育委員 貝原益軒の書跡および野村望東尼の辞世句の裏打軸

会)一 装を行った。

3 調査研究および資料整理

( 1 )特設展示のための調査 3.福岡市南区文化財保存会収集の寄託資料の整理。

1 .遺跡から出土する船と船に関連する考古資料の調 4 寄贈・寄託文書資料の調査研究・整理。

査。 5 寄贈考古資料の調査研究・整理。

2 装飾古墳に描かれた船の調査。

3.古代の水上交通に関する調査。 (3)その他の調査

4.海底遺物および水中考古学に関する調査。筑前の廻船関係文書の調査(研究報告第13集参

照)。

(2 )収蔵資料に関する調査研究・整理 2 中国出土王葬銭に関する調査(研究報告第13集参

1 .館蔵民俗資料カードの分類整理。 照)。

2.福岡市博物館への移管にともなう民俗資料の分類 3.常設展示一部手直しにともなう考古資料の調査。

整理。

- 5-
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9月3日 (土)午後 1U寺30分-411寺30分

福岡市民会館小ホール

4 

『古代の船j記念講演会

11守

)
 

1
 

(
 
日

j劾正〉、
ヱ〈

十恥
恥

γ4
・

入場料

207人(入場撃理券を配布)入場者数

大阪文化財センタ一業務第 l係長-ig、

irH
H
'
 

、
ー自得

赤

木

克

赤木克視氏の講演

赤木克視氏「古代の船を発侃する」

ネ111戸商船大学教授

松木哲氏「船の変選一考IJ荷台からWi造船へー」

B5版99ページ， 8月23日刊行。 l音l¥l，OOQP=Jで頒

布。カラー図版 8ページ，モノクローム凶版32ペー

ジ，本文解説32ページ，資料問等27ページ。

第 I部船の変選考IJ船から1'11;造船へ

小田富士雄氏「古代間日本の海上交通」

特設展図録 『古代の船』

楠岡大学教授

(2 )刊行物

第 H音1¥倭人と船一生活と祭りと祈り一

資料及び館内装写真倣)R~20 1刷物掲載ii!F可等38件，第岡部船と交流ー古代西日本の海上交通一

件である。

資料の貸出し

特設展 『古代の船』パンフレ y ト2 

2 B5版 2ツ祈り 4ページ，入館者に?!!伴|配布。

楠岡市立歴史資料館年報No.l6(昭和]62年度) 他自'si.研究機関の展示や調査などに収蔵資料を1c'fW3 

配布。

福岡市立歴史資料館研究線告第13集

B5版70ページ， 3月31日刊行。収録論文

~lf 1筑前五ヶiftJ廻船の諸記録J， j侃屋!勝利 11:1]国w
土王芥銭に関する覚書」

したのは下記13件である。3月31日刊行。館関係者 ・機関にB 5版25ページ，

国際レジャー1専覧会(オーO福岡市経済政林水産局

5 

0朝日新IliJ大阪本社 ・全国埋蔵文化財法人連絡協議会

I集委奴図王金印 1" ストラリア)出展のため

月13EI-6月3日高|王l茂

4 

「日本-全国公立主It磁文化財センタ一連絡協議会

列島発掘JKJ 拾六町ツイジi位跡出土線刻のある木

(レプリカ)など10点

0小計1¥市教育委員会 特別展「定型化する古墳以前の

7月10日-9月20日製f義器

常設展示パンフ レット

B 5)仮4ツ折り 8ページ，入館者に11![，料配布。外国

人には中 ・英文パンフレ y トを配布。

5 

宮ノ前C地点 1J，j-石1、I;iLl:¥j二管玉など 9点墓f!ilJJ

7月231"1-9月7日(3 )資料の利用・貸出

「海底追跡、と海のシルクロー

特別展「北九州の中国陶磁」

7月14日-8月4日唐津焼碗など 5点

ONHK文化センター

ド展」

O ~ t. ブL1+l r!î立考古↑専物館

- 6-

資料の利用提供

収蔵資料および館建物の調査， jljiJi弘 写真貸与， 印

刷物帰栽など利用提供は239件であった。内容は印



“鴻腫館出土"出土の中国陶磁器4点 7月21日~

9月2日

O九州歴史資料館 「発掘が語る遠の朝廷『大宰府jJ 

文政三年観世音寺之内旧跡礎現改之図など3点 8 

月20日-1月15日

0東京国立博物館 「日本の考古学ーその歩みと成果

一」板付遺跡出土査など7点 9月12日-ll月30日

0筑紫野市立歴史民俗資料館 「弥生の地宝を掘る一

筑紫野の首長墓と銅文群一」 諸岡遺跡出土ゴホウ

ラ製貝輸など8点 10月29日-12月13日

Oアジア太平洋博覧会協会 テーマ館吉武樋渡遺跡

出土準構造模型 l点 3月17日-9月3日

0世界デザイン博覧会協会複製品製作のため 漢委

奴国王金印(レプリカ 2月22日-3月7日

o福岡県地域史研究所福岡県史編纂のため 浜文書

2月14日-2月28日

Oアジア太平洋博覧会協会 テーマ館 “警固"銘瓦

2月28日-9月15日

0浜松市博物館特別展「銅鐸」 赤穂ノ浦遺跡出土

銅鐸鋳型 7月15日-9月10日

歴史資料館協議会

1>平成元年度3月9日・於東急ホテル

O第9期委員の委嘱について

退任小柳貞己氏内野一彦氏

新任山野喜久夫氏渡澄茂人氏

O昭和63年度実施事業について

O平成元年度事業計画について

O歴史資料館の今後の活用について

〈第9期委員> (任期:平成元年2月5日-3年2月4日，。印委員長.0印副委員長)

歴史資料館条例
委員氏名

第8条第3項
f支 職 名

山野喜久夫 福岡県立高等学校社会科研究会 歴史部会長

学校教育及び
o i， 度遁 茂人 福岡市立中学校社会科研究会会長

河合 章 福岡地区小学校社会科研究会会長
社会教育関係者

江頭 光 福岡市社会教育委員
(第 1号)

柏木誠之助 福岡市公民館館長会会長

O 田村固 i登 九州歴史資料館館長

井上 忠 福岡地方史研究会会長

長 節子 九州産業大学教養部教授

武野要子 福岡大学商学部教授

多比良 稔 九州芸術工科大学画像設計学科教授

学識経験 者 長 洋一 西南学院大学文学部教授

(第 2号) 中村正夫 熊本大学教育学部教授

西谷 正 九州大学文学部教授

秀 村選三 久留米大学商学部教授

O 広 i度正利 福岡県地方史研究連絡協議会 会長

横山浩一 九州大学文学部教授

平成元年2月5日現在

-7-



入館者の動向

(1)入館者総数

円I~区分\周 館散闘日

常 設 展
収蔵 特設展

品展 小計 「古伽飴」 総計
ト一一一一

4 5 6 7 8 11 12 2 3 小計 ~-施 (263) ~-% (299) 
(26) (26) (26) (27) (10) (24) (23) (24) (24) (27) (237) (26) (30) 

男 913 1.159 748 817 387 892 613 604 699 887 7.719 1.388 9.107 

女 510 892 489 544 343 437 250 326 421 523 4.735 705 5.440 

~ 
個 1.423 2.051 1.237 1.361 730 1.329 863 930 1.120 1.410 12.454 2.093 14.547 3.996 18.543 

171 222 87 167 153 88 52 133 113 152 1.338 141 1.479 

592 2.808 

学 時1 78 122 38 75 128 39 46 58 36 75 695 42 737 

高 92 89 26 96 80 41 63 31 40 202 760 45 805 (~よ) 805 

人 生
大

198 186 99 155 105 123 85 101 152 410 1.614 136 1.750 (~含わ 1.750 
i出

539 619 250 493 466 291 246 323 341 839 4.407 364 4.771 592 5.363 

i汁 1.962 2.670 1.487 1.854 1.196 1.620 1.109 1.253 1.461 2.249 16.861 2.457 19.318 4.588 23.906 

④ ④ ② ⑥ ② ② ② ⑫ ④ ⑮ ⑦ ⑧ 

自主 2 
171 50 107 173 34 3 72 218 831 198 1.029 223 1.252 

体団

① ① ③ ① ⑥ ⑤ ⑪ 
24 53 416 34 527 731 1.258 

⑤ ⑧ 

20 学 ① ① ② ③ ⑤ 
459 2.557 

人 130 54 184 656 840 
以
上
) 

① ① ① ① 

O 字は
t宵 75 75 75 75 

生

団
大

(D ① ① ① 

1数本
他

39 39 39 39 

① ② ④ ④ ② ⑩ ② ① ② ④ ⑫ ⑫ @ ⑫ ⑮ 

25 185 171 107 50 643 34 78 72 291 1.656 1.585 3.241 682 3.923 

必口ぉ if.1 1.987 2.855 1.658 1.961 1.246 2.263 1.143 1.331 1.533 2.540 18.517 4.042 22.559 5.270 27.829 
(1日平均) (76) (110) (64) (73) (]25) (94) (50) (56) (64) (94) (78) (]56) (86) (]76) (95) 

〔開館以来の累計377，437人〕
※学生欄で「大他」は，大学生と専修学校生，各種学校の合算。
※福岡市博物館主催『第4回収蔵品展・ふくおかの歴史とくらし』は，全館展示室に展示。

※特設展『古代の船Jは，全館展示室に展示。

一 8一



(2 )事項別入館者数(特設展を除く)

区 分 均支 寸~一 生

合計

員 大他 小計
言十

区 男 女 小計 中 高

分
f国

人 人
glj 人数 9，107 5，440 14，547 1，479 737 805 1，750 4，771 19，318 

入 人 % 
(85.6%) 

館 比率 (62.6) (37.4) (75.3) (31.0) (15.4) (16.9) (36.7) (24.7) (100) 

者
⑮ ⑪ ⑤ ① ① ⑬ ⑭ 人

〔21020.5%59〕

害リ 因。は
人数 1，029 1，258 840 75 39 2，212 3，241 

A口、

{本体団数 % 
(14.4%) 

量 (31. 7) (56. 9) (38.0) (3.3) (1.8) (68.3) (100) 

区 市 内 県 九 九 外 合

東 南 警 主 西 州、| 州、|

計
内 内 タト 言十分 区 区 区 国

数人
人

1，715 939 1，303 1，731 800 1，045 661 8，194 5，125 1，669 7，218 353 22，559 

基 36.O3 % ) 
% 

(21.0) (11. 5) (16.0) (21. 1) ( 9.7) (12.7) ( 8.0) 22. 7 7.4 32.0 16 100 
(10 

区 16 20 30 40 50 
6上歳以0 

A口、

年(
歳19 

歳 歳 歳 歳

齢個 分
代 代 代 代 言十

別人

数人
人

入 6 3，732 2，796 2，833 3，774 1，406 14，547 
館一

者般
数)

比率 o. 1 25.6 19.2 19.5 260 9.6 

区
建製 サ卸 ノふ:ー、~ 教 そ 主 主E Aロ、

職( 設 ピ小 務社 の
業個 分

ス

別人
業造 業売 員員 員 他 t需 職 言「

人
数人

人

館一 61 316 648 7，398 790 1，316 2，926 1，092 

者般
数)

基 0.4 2.2 45 50. 9 5.4 9.0 20. 1 7 5 loo % 

-9-



〈参考〉

年度別入館者数調べ

〔開館一昭和47年11月16日〕

入 館 者 数 特設展・企画展(内訳)
開館

年度
常(日数日設平・ 展

特設展 合計 展 刀ミ 名 入館者数
日数

@は特設民⑥は企画展
開催期間 日数

l 均} 企画展 (1日平均) (1日平均)

日
12.492̂ 

人
弘 492人

日 人

47 112 (112日・ 112) (112) 

期院後含仏間像1む3東展.19光全4 
@閉館 I閥年記念展 S48. 10.20 27 5.906(219) 

48 297 11.926 (2855) .120 -11.20 
(230日・ 52) @東光院仏側! 40 7.288(83) 

。 5.1 ~1 l 
19.774 院楽除仏像〈9東展.60光5 29.379 ⑥博多祇岡山笠展〔第

S49. 7. 2-16 13 1.282( 99) 
49 293 (251日・ 79) (01) 1 Il'Il 

⑥元溜七百年1長 S49. 10. 10 29 8.323(287) -11.10 

審筑博前多祇繕窯幽古lU陶笠他民 S 50.5.28-8.31 83 1886{{71) ) 

50 292 7.299 12.554 (6189) .853 
@弥生時代の対展外[第交2渉凶展〕

S50.7.1-15 13 1，179( 91 
056日・ 47)

S50. 10. 10-11. 25 40 5.489(38) 

14.276 (5167) .805 ⑥博多祇闘山笠民品〔第民3 S51. 7.1-15 13 982( 76) 
51 300 2.529 闘](274日・ 52)

@野村望東l邑逃 S51. 11. 2-16 13 1，547(19) 

13.068 (2711) .367 
@博多欲幽山笠展〔史第 S52.7.1-15 13 1， 118( 86) 

52 303 8.299 41l'J) (252日・ 52) @福岡平野の腫 S 52. 7. 18-8. 31 38 7.181 (89) 

@博多祇闘山笠民〔第 S53.7.1-15 13 971 ( 95) 

53 297 
12.782 6.623 19.405 5恒Il

(230日・ 56) (66) @鋪学矛と銅錫背 S 53.7.20-8.31 37 4.439(20) 
@困 者 柳徹俗 S54.3.1-20 17 1.213( 72 

15.832 21，253 @博多祇岡山笠腿〔念第・
S54.7.1-15 13 1.370(06) 

54 299 5.421 
@市政90J剖年記 6土M器〕(250日・ 64) (72) S54.10. 20-11. 30 36 4.051(13) 

55 301 
16.573 

1，190 
17.763 ⑥博多祇園llj笠民

S55.7.1-15 13 1，190( 92) (288日・ 58) (60) [第 7阿〕

13.973 16.662 
@博多祇l唱l山笠l見 S56.7.1-16 13 1，227( 95) 

56 299 2.689 [第 81hll
(274日・ 51) (56) 

⑥元溜7∞年民 S56.11.19-12.2 12 1.462(22) 

⑥!¥!具腿「博多・悩附の S 57.7.20-8.31 37 5.094(38) 

57 296 
12.840 

8.485 
21，325 

@生開館活J10Ihl年記念(224日・ 58) (73) S57. 10.20 35 3.39U 97) 
「古代の顔」 -11.28 

58 301 
14.449 

4.840 
19.289 

⑥近世筑前のi革越 S 58.7. 12-9. 11 54 4.840( 90) (247E1・ 59) (65) 

59 303 
14.515 

6.644 
21， 159 8n革委奴l豆LEJ

S59. 10.9-11. 18 36 6.644(85) (267日・ 55) (70) 金印民

@海に生きる S 60.7.23-9. 15 48 5.050(06) 
〔※僧岡市IH庁舎定礎〕 (8.17-11.17 76 7.012) 

10.114 19.594 
箱の一般公開

60 298 9.480 
業f博lli物「第館l建H設l収機蔵倫品室J.lt主・

S 60.9. 19-10.20 
(200日・ 51) (66) 

ふくおかのl控史とく S60.1O.24 4.430( 89) 
らしJ -11.17 

12.084 25.038 
諜 fふ博臨物「く第館お2鰭かl叫設の収準l揺蔵備史品室と展主く・ S 61. 8. 6-9. 28 45 5.046(12) 

61 285 12.954 
(200日・ 60) (88) 

らし」基
@早良五 とそのH幸代 S61. 10.9-11. 23 40 7.908(98) 

18.292 43.104 
議俄ふ博物「く第館お3建かM設の収準版蔵備史品室と展主く・ S62. 8.1-8. 30 25 3.860(54) 

62 299 24.812 (256EI • 71) (44) 
らしJ

⑥渇櫨館跡/11土品迷報展 S 63.2.23-3. 13 18 20.9520.164) 

@古代の紛 S 63.8.23-9.25 30 5.270(76) 

18.517 27.829 策編「悶市博収物館蔵主催
63 293 9.312 第4ljjJ 品展・ S63.1O.1-1O.30 26 4.042(156) 

(237日・ 78) (95) 
ふくおかのi援史とく
らし」

累i汁
238.806 377.437 企画腿(含む収) 22回l 611 93.045.(152) 4.868 138.631 属産品腿

(3.948臼・ 60) (78) 
特設展 9(llJ 309 45.586(148) 
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1.施設管理業務の一部委託概要

(1) 警備・清掃等業務

施設管理業務の概要

b電話設備=六興電設(株)

(3) 鳩害防除薬品塗布

ア.警備(昼，夜間常駐)・清掃・冷暖房等機械設備

管理・受付応対業務=(株)シンコー

平成元年3月=イカリ消毒(株)福岡営業所

(4) 施設の整備・補修概況

イ.藤崎収蔵庫警備業務(機械) =セコム側

(2) 設備機器等の保守点検業務

雑排水関係清掃，夜間水銀灯照明修繕，雨もり・雨

樋修繕，展示室クロス張り替え修繕

b自家用電気工作物=(財)九州電気保安協会福岡支

部b消防設備機器=日本信号(株)九州支庖b盗難火

災非常通報設備=(財)電気通信共済会福岡営業所b

収蔵庫空調設備=(株)菱熱P展示室等空調制御機器

設備=山武軽装(株)九州支庖b暖房設備=(株)巴商

会福岡営業所b冷房設備=目立冷熱(株)九州営業所

(5) 消防訓練の実施

b昭和63年7月8日，特設展開催にあたり，中央消

防署の指導により初期消火・通報・非難訓練を実施

した。1>平成元年 1月17日，文化財防火運動の一環

として中央消防署の査察を受け，初期消火の指導・

消火器具の取扱い訓練を実施した。

昭和 63年度予算

歳入 (単位千円)

事 項 金額 内 d台，・

歴史資料館使用料 800 福岡市立歴史資料館条例に基づく特設展観覧科

物 ロロロ iJ企'c 払 収 入 800 特設展開催に伴う図録売払収入

保 険 料 収 入 7 臨時職員雇用保険料

雑 入 3 私用電話通話料

合 計 1.610 

歳出 (単位千円)

事 項 金額 内
目合、.

管運 自主 管 理 費 8.461 歴史資料館協議会開催費，事務経費

理営費 施 設 管 理 費 27.505 歴史資料館の施設管理及び委託に要する経費

計 35.966 

事
常設 展 刀主 費 6.617 複製品パネル等の製作及び展示資料の借上等に要する経費

調 査研究 費 1.932 館蔵資料記録の調査研究に要する経費

業
普 及 活 動 費 1.859 資料館運営の紹介，年報，研究報告の刊行に要する経費

民俗資料収集管理費 3.742 民俗資料の収集，保存，管理に要する経費

費
資料施設設備充実費 6.287 展示資料及び施設設備の充実整備に要する経費

「古代の船J特設展費 6.000 「古代の船J特設展に要する経費

計 26.437 

* 言十 62.403 
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図

1.購入図書

陶磁貿易史研究上・中・下 三上次男著

中央公論美術出版

東京国立博物館編

東京美術

街江省博物館編漸江人民出版社

陳侃芽編上海書輩出版社

東京国立博物館図版目録

古墳遺物篇(近畿)

i折江文物

上海博物館蔵青銅鏡

図説日の丸船隊史話

中国の博物館 第3巻吉林省博物館

山高五郎著至誠堂

講談社

第4巻四川省博物館 第5巻安徽省博物館

大分県史近世篇皿 近代篇W 大分県総務部総務課編

角川日本地名大辞典 40福岡 角川書庖

人類学講座9 適応 人類学講座篇纂委員会編

雄山閤出版

週間朝日百科日本の歴史 10巻-12巻 朝日新聞社

吉備大臣入唐絵巻 中央公論社

橿原考古学研究所論集 橿原考古学研究所編

第8 第9 第10 古川弘文館

韓国の民俗大系第 l巻全羅南道編 図書刊行会

近世庶民生活史料藤問屋日記 鈴木栄三・

第三巻第四巻 小池章太郎三一書房

大正ニュース事典 毎日コミュニケーションズ

第5巻(大正10-11年)第6巻(大正12-13年)

縄文土器大観3 中期E 小林達雄編小学館

論争・学説日本の考古学 桜井清彦坂詰秀一編

第5巻古墳時代 雄山間

藩史大事典第4巻第7巻 木村礎他編雄山閑

国史大事典第9巻 図史大辞典編集委員会編

皇国線海岸田第 l巻武蔵i湾~薩摩属島

第2巻薩摩七島~陸奥

第3巻松前峡~上総安房東海脈解説編

吉川弘文館

昭和礼文社

弥生文化の研究第10巻研究の歩み 金関恕・佐原鎮編

雄山閑

写真でみる日本生活図引 lたがやす 須藤功編

2とる・はこぶ 3あきなう 4すまう 弘文堂

i折江出土銅鏡 王土伶編文物出版社

考古学叢考上巻・中巻・下巻斎藤忠先生頒寿記念論文集

刊行会編吉川弘文館

先史・古代の韓国と日本 斎藤忠・江坂輝繍編築地書館

歴史学と考古学 高井悌三郎先生喜寿記念事業会編

高井悌三郎先生喜寿記念論集 真陽社

正倉院宝物中倉 正倉院事務所編朝日新聞社

よみがえる中世 l一東アジアの国際都市博多 川添昭二編

平凡社

東洋史拳論集ー宋代史研究とその周辺ー

日野開三郎東洋史学論集

第五巻唐・五代の貨幣と金融

第六巻宋代の貨幣と金融(上)

第七巻宋代の貨幣と金融(下)

中嶋敏著

汲古書院

日野開三郎著

三一書房

書

第九巻 北東アジア国際交流史の研究(上)

第十巻 北東アジア国際交流史の研究(下)

中国食文化辞典 中山時子監修角川書底

横田耕作著作集 第二巻 i賓田耕作先生著作集刊行委員会編

同朋舎

前方後円墳の数理考責学選書29 小i幸一雅著雄山間

住吉と宗像の神海神の軌跡 上田正昭編筑摩書房

中園貨幣史 彰信威著上海人民出版社

年表日本歴史第3巻鎌倉・室町・戦国 筑摩書房

第4巻安土桃山・江戸前期第5巻江戸後期

PREHISTORY of jAPAN ACADEMIC PRESS 
図説検証原像日本 4海を越えてきた匠たち 陳舜臣他編

5遺跡に浮かぶ古代風景 旺文社

江馬務著作集 第一巻風俗文化史 第二巻服装の歴史

第三巻服装の諸相 第四巻装身と化粧 第五巻食事と住居

第六巻生活の陰場 第七巻一生の典礼 第八巻四季の行事

第九巻風流と習俗第十巻有職故実 第十一巻風俗史事典

黒田家譜第6巻上・中・下

第7巻上・中・下

考古(復刻版)第 l巻~第6巻

考古(復刻版)第7巻~第11巻

考古 200期怠目索引

江馬務著 中央公論社

文献出版

科学出版社

考古染志社

考古編集部科学出版社

Windows on the japanese Past Richard J. Pearson 
Center for japanese Studies Michigan 

図解日本の漁具・漁法 農林水産省経済局統計情報部編

写真でみる農具・民具

制農林統計協会

農林水産技術会議事務局編

働農林統計協会

中国の稲作起源 陳文筆・渡辺武編六奥出版

考古学と関連科学 鎌木義昌先生古稀記念論文集刊行会編

岡山理科大学

復元日本大観(1)城と館 (2)塔と伽藍 世界文化社

(3)都城と国府 (4)船 (5)古代住居と古墳

2.受贈交換図書

〔北海道〕

アイヌ民話 北海道教育委員会

アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ l

K482遺跡 K483遺跡 札幌市教育委員会

札幌市文化財調査報告書XXXV

K67遺跡 。
札幌市文化財調査報告書XXXN

地域史研究はこだて第7号・第8号 函館市史編さん室

北海道開拓記念館一括資料目録 北海道開拓記念館

第20集北尾義一氏資料目録

北海道開拓記念館収蔵資料分類目録8 産業V " 

北海道開拓記念館研究年報 第16号

北海道開拓記念館調査報告 第27号

北海道開拓記念館研究報告 第8号
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第32回特別展 山形の民俗一紅花の里 北海道1m拓記念館

第34回特別展北への視角 。
北欧・トナカイ遊牧民の工芸

'88婆覧

絵葉書目録

小樽市博物館所蔵目録第10集

鳥類所蔵資料目録

苫小牧市博物館所蔵資料目録 I

アイヌ民俗資料目録

苫小牧市博物館所蔵資料目録2

年報昭和61-62年度版

イシ

イシ

小樽市博物館

苫小牧市博物館

。

。
根室市博物館開設準備室紀要2 根室市博物館開設準備室

第23回特別展湖l州鏡と古鏡展 釧路市立博物館

釧路市立博物館紀要 第11-13号

釧路市立博物館収蔵資料目録(VI) 

植物標本目録(2)

釧路市立博物館収蔵資料目録(vn) 

植物標本目録(3)

釧路市立博物館収蔵資料目録(四)

植物襟本目録(4)

研究紀要第3号

所蔵公文書件名目録3

開拓使公文録一札幌本庁(3)

所蔵資料目録3

。
イシ

。

。

北海道立文書館

イシ

イシ

北海道国有未開地処分法完結文書(1)

所蔵資料目録4 イシ

北海道固有未開地処分法完結文書(2)

北海道開拓の村要覧昭和63年度

〔青森〕

八戸市博物館研究紀要第4号

〔宮城〕

文書目録第五集(武奏家文書)

東北歴史資料館資料集20

型紙東北陸史資料館資料集21

東北歴史資料館年報 昭和62年度

カマ神 火をまもる神今の表情

企画展宮城町のくらし

一流木の里を訪ねて一

七十七銀行創業110周年

記念見聞録

〔秋田〕

秋田県立博物館研究報告第13号

昭和62年度館報

〔山形〕

山形県立博物館報昭和62年度

昭和63年度事業計画

特別展大地に刻まれた山形の歴史

山形県立博物館展示資料目録

山形県立博物館研究報告 第9号

〔福島〕

境の神・風の神 1988 

福島県立博物館年報第 l号

企画展江戸時代の流通路

米のゆく道・砲のくる道

側北海道開拓の村

八戸市博物館

東北1挺史資料館

。
。
。

制仙台数育文化事業団

仙台市歴史民俗資料館

七十七銀行営業企画部

広報課

秋III県立博物館
。

山形県立博物館

ク

。
。
。

福島県立博物館
。

" 
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企画展東国のはにわ

〔茨城〕

茨城県立歴史館報16

特別展近世土ifliの名宝展

土浦市立博物館年報第 l号

博物館要覧

〔栃木〕

前方後円墳の時代

しもつけにおけるその出現と展開一

企画展下野と近世大名

那須文書栃木県立博物館人文部門

収蔵資料目録第 2!t(歴史 1) 

研究紀要第 5号

第18間企画展 商人たちの心意気

看板の歴史一

小山市立博物館報 第5号

学校教育に生きる博物館活動を目指して

市立博物館の試みと成果一

〔群馬〕

福島県立博物館

茨城県立歴史館

土浦市立博物館
。
イシ

栃木県立しもつけ

風土記の丘資料館

栃木県立博物館

イシ

。
小山市立博物館

。
。

書上下吉祥寺遺跡 者上下原之城遺跡 (妨群馬県埋蔵文化財

上植木壱町田遺跡 調査事業団

研究紀要 5 ~ 

田端遺跡第 l分11仕~第 5分冊

本郷山恨遺跡 。
成塚石橋遺跡 ク

大島上城遺跡・北山茶臼山西古墳 群馬県教育委員会

(附群馬県埋蔵文化財調査事業団

第29間企画展 カイコのいるくらし 群馬県立歴史博物館

群馬の養蚕一

群馬県立歴史博物館所蔵資料目録一歴史一

群馬県立歴史博物館紀要 第9号

群馬県立歴史博物館要覧

双 文 第 5号

群馬県行政文'i1j=f'ド名目録 第2集

明治期地方編E

群馬県立文書館収蔵文書十l録6

吾妻郡吾妻町fMì~家文舟(1)

。
。
イシ

群馬県立文字干館
。

。

山田武磨文庫日録 。
〔埼玉〕

埼玉県行政文持総目録第 3集 崎玉県教育委員会

埼玉県行政文書総目録第3集(別編)

山王前遺跡・お寺山遺跡;M地点 鶴ヶ島町教育委員会

埼玉県立博物館紀要14 埼玉県立博物館

崎玉県立博物館館有資料1=1録W
特別展「さいたまのド1常」 φ 

特別展古墳ーかざり大刀の世界一

特別企画展「締t7.ILJ
研究調査報告1IF第 15~た 浦和市立郷土博物館

研究紀要第10サ 埼玉県立歴史資料館

収減資料目録 II ~ 

館報第9号 。
調査研究報告第 l号 埼玉県立さきたま資料館

収蔵文書目録第26~長 崎玉県立文書館

田口(栄)家・'1'川家文書目録



収蔵文書目録第27集

諸家文書目録W

要覧第6号

第11回収蔵文書展近代の教科書

第12回収蔵文書展みくだり半

ー江戸時代の家と女性ー

金家鍔鑑別必携

〔千葉〕

東金市台方前嶋家文書目録 l

大崎貝塚・東金野井貝塚

企画展示中世の日記

秋岡コレクション 日本の古地図

国立歴史民俗博物館研究報告

第16集・第17集・第18集

日本歴史探検I 古代を発掘する

特別展千葉県成立へのあゆみ

ー文書に見る房総人のくらし一

千葉県文書館一開館記念誌一

埼玉県立文書館

。

'" 。

松沢虫色降著

千葉県総務部文書課

野田市教育委員会

国立歴史民俗博物館
。
4シ

。
千葉県文書館

千葉県立房総風土記のE年報11 千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総のむら年報2 千葉県立房総のむら

開館20周年記念特別講座講演集千葉市立加曽利貝塚博物館

貝塚博物館紀要第15号 。
市立市川歴史博物館年報昭和62年度市立市川歴史博物館

上台貝塚 市立市川考古博物館

市川の縄文土器II-収蔵の後・晩期土器ー

市立市川考古博物館年報昭和61年度

船橋市郷土資料図録 土師器E 船橋市郷土資料館

船橋市郷土資料館年報昭和62年度

郷土史講座講義録第28-31
展示資料観覧の手ぴき 第47-52

博物館セミナーシリーズ2 野田市郷土博物館

野田と下総の牧

野田シリーズxw野田と下総牧

ー江戸から明治へー

。

三ツ堀六畝遺跡 野田市遺跡調査会

寺崎遺跡群発掘調査報告 佐倉市寺崎遺跡群調査会

向原遺跡・上城堀遺跡・一本松遺跡

佐倉市史民俗編 佐倉市史編さん委員会

〔東京〕

府中市郷土の森紀要第 l号

八王子千人同心関係史料集第一集

千人頭月番目記(ー)

府中市教育委員会

八王子市教育委員会

石川日記(十) 郷土資料館資料シリーズ27

八王子市郷土資料館年報昭和61年度

。
。

芝公園一丁目増上寺子院群

光学院・貞松院跡・ i原興院跡

虎ノ門五丁目 芝神谷町町屋跡遺跡

文化財シリーズ第56集写真は語る

文化財シリーズ第57集志村城山

文化財シリーズ第58集郷土資料集

五段田遺跡の発掘調査〈普及版〉

板橋区立郷土資料館紀要 第7号

港区教育委員会

港区教育委員会

森ピル開発(械

板橋区教育委員会
。
。

。

大島町野増遺跡・下高洞遺跡D地区 大島町教育委員会

和泉浜C地点遺跡

特別展日本の考古学 東京国立博物館

駅逓御用留 明治七年(その 2) 郵政省逓信博物館

資料図録第38号特集諸外国の郵便ポスト

日本の滑稽絵 町田市立博物館

町田市絵画調査報告書(概報) 1 

町田市の働f象 。
特別展多摩の古代中世 。

一多摩川流域とその周辺一

チェコガラスの輝き ボヘミアン・グラス

記念展町田の仏像 。
大田区立郷土博物館収蔵品目録 大田区立郷土博物館

考古部門資料目録(1)西岡秀雄コレクション

特別展写された明治の東京

特別展鷹狩り一歴史と美術ー

考古歴史資料展足立のあゆみ 足立区立郷土博物館

八王子市郷土資料館収蔵古文書目録 八王子市郷土資料館

ー諸家文書1-

特別展縫う・針の周辺 。
特別展川口川流域の歴史と文化

一中世に至るまでー

創刊号板橋区立郷土資料館年報 ・ 板橋区立郷土資料館

特別展激動を生きた代官の妻 世田谷区立郷土資料館

民衆の幕末維新史「大場美佐の日記」より

大場美佐の日記一 世田谷区立郷土資料館

世田谷区史料叢書第三巻

港郷土資料館館報6

出光美術館館報60-63号

特別展大正デモクラシーと政党政治

第81回展 イスラム陶器

世田谷区教育委員会
。

港区立i巷郷土資料館

出光美術館

憲政記念館

天理ギャラリー

新井三丁目遺跡本文篇・図版篇 新井三丁目遺跡調査会

旧芝離宮庭園調査団

新河岸三丁目早瀬前遺跡調査会

根ノ上遺跡発掘調査団

都立上野高等学校遺跡調査会

都立府中高等学校遺跡調査会

旧芝離宮庭園

早瀬前遺跡発掘調査報告書

根ノ上遺跡発掘調査報告

東叡山寛永寺護国院

武蔵国分寺跡南方地区発掘

調査報告書

中台東谷

葛西城壮1987・1988

書陵部紀要第39号

第35聞全国博物館大会報告書

博物館指導者研究協議会報告書

農林業技術発達関係資料調査収集

資料目録(古農具・民具等)

近世・近代史料所在情報の収集及び

その体系化に関する基礎的研究

農村生活文化便覧

再検討「河内王朝」論

考古学の先覚者たち

字佐家伝承古伝が語る古代史

中台東谷遺跡調査会

葛飾区葛西城社調査会

宮内庁書陵部

(附日本博物館協会

'" 
農林水産省農林水産

技術会議事務局

安津秀一

側全国農協観光協会

門脇禎二他著六興出版

古代史復元2ー縄文人の生活と文化ー

古代史復元3-縄文人の道具一

森i告一編 中央公論社

字佐公康著木耳社

鈴木公雄編講談社

小林達雄編 。
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季刊 自然、と文化

新・古代史発掘

1983 -87年新遺跡カタログ

日本の古代10 山人の生業

日本の古代15 古代国家と日本

日で見る日本の歴史①

古代人の生活をさぐる

よみがえる中世<1 ) 

東アジアの国際都市博多

新選組こぼれ話

歴史人物学習まんが

春日局下

Shingti A Study of a ]apanese 

肘観光資源保護財団

アサヒグラフ編

朝日新聞社

大林太良編 中央公論社

岸俊男編 。
学習研究社

川添昭二編平凡社

万代修著鳥彩社

本郷左智夫編

学習研究社

Arne Kalland 

Fishing Community curzon press 

〔神奈川県〕

i尼牛庵脇やぐら群E 神奈川県立埋蔵文化財センタ一

新吉田町四ツ家横穴墓群 。
宮久保遺跡 rr ~ 

神奈川県立埋成文化財センタ一年報7

草山遺跡 I

神奈川県鹿蔵文化財調査報告30 神奈川県教育委員会

神奈川県文化財調査報告書第47集

高橋コレクション総目録

アメリカ大陸一

小糸遺跡

神奈川県立博物館年報昭和62年度

ガイドブック 8 平塚・石仏めぐり

藤沢市教育委員会

博物館建設準備担当

神奈川県立博物館

イシ

平塚市博物館

平塚市博物館研究報告 自然と文化第11号

平塚市博物館所蔵資料目録V

。
。

平塚市博物館資料No.35

特別展 相模川流域の弥生時代

横須賀市博物館研究報告

(人文科学)第31号

考古資料図録皿

横須賀市博物館報No.35

横須賀市博物館資料集第12号

特別展川崎浮世絵展

一浮世絵に見る111崎の歴史一

特別展小田原ゆかりの美術作家展

特別展わらうま

ーその民俗と造形一

特別展戦国騎馬残照

馬の博物館i投書 rlコ世初期ユーラシア

草原における馬具の発達

。
横須賀市人文博物館

。
横須賀市自然博物館

横須賀市人文博物館
。

川崎市立産業文化会館

小川原市郷土文化館

線岸競馬記念公苑

馬の博物館
。

日l相馬事文化財問

馬の博物館所蔵品図録 。
根岸競馬記念公苑年報 第9号

上溝乙4号遺跡 上溝乙4号遺跡、発抑制査問

千年B区域横穴墓群 昭和62年度川崎市千年B区域急傾斜地

崩壊防止工事にかかる横穴墓発品I!調査団

谷内16号古墳 小矢部市教育委員会

小矢部市古墳発掘調査団

立山町埋蔵文化財分布調査

報告皿 .N

年報第2号

立山町教育委員会

富山大学人文学部考古学研究室

高岡市立博物館

〔石IIIJ
石川県立埋蔵文化財センタ一年報

第8号

下安原海岸遺跡

白江梯川遺跡 I

五十里A遺跡

八田中遺跡

吉崎・次場遺跡、

岩内遺跡

辰口西部遺跡群 I

津幡町刈安野今宮遺跡、

敷地天神山遺跡群

竹生野遺跡

高松町中沼C遺跡

近衛家・陽明文庫の名宝

石川県立歴史博物館紀要 第 l号

一向ー授

漆 うつわの文化史ー

石川県立埋蔵文化財

センター
。
。
。
。
。
。
。
イシ

。
ク

高松町教育委員会

石川県立歴史博物館

イ〉

。

小松市立博物館研究紀要第25集 小松市立博物館

小松の文化財 。
〔福井〕

古河遺跡発掘調査概報 福井県教育庁峰I詩文化財

調査センター

年報2 昭和61年度 。
福井県立博物館年報第 2号 福井県立博物館

昭和61・62年度版

九頭竜川の魚、携 。
第8回特別展知られざる古墳時代

博物館の概要 。
特別展塩一生産の歴史三千年一 福井県立若狭歴史民俗

資料館

〔山梨〕

天狗沢瓦窯跡一発煽調査慨報ー 敷島町教育委員会

〔長野〕

長野県埋蔵文化財センタ一紀要附長野県埋蔵文化財

センター

長野県埋蔵文化財センタ一年報4

博物館考古学講座 長野市立博物館

講演録〈ドングリ食について〉

博物館考古学講座 。
講演録〈山の祭りと民俗芸能〉

年報昭和61年度VOL.5 " 

第20回企画展 ru寺と太陽の物語」

日時計から原子時計までー

第21回企画展信玄と謙信 。
〔新潟〕 川中島の合戦とその閥辺一

長岡市立科学博物館研究報告第23号 長岡市立科学博物館 企画展長野市一西部山地の海の貝

〔富山〕

寺家新屋敷館跡 福野町教育委員会

- 15 

長野市立博物館分館

茶臼山自然史館



〔岐阜〕

特別展大川古窯展

隠居西窯発掘調査報告書

〔静岡〕

東i農西部歴史民俗資料館

瑞浪陶磁資料館

土岐市美i!長陶磁臆史館

土岐市教育委員会

年報II 1986 

年報皿 1987 

制静岡県埋蔵文化財調査研究所

長崎遺跡

川合遺跡

瀬名遺跡

兎沢古墳群

静岡県博物館協会研究紀要 第11号

特別展静岡・清水平野の弥生時代

一新出土品にみる農耕生活一

特別展浜松城と歴代城主

浜松市博物館館報 I

特別展小泉八雲展

第三回特別展大昔の漁

特別展古代静岡考古遺宝展

古代のエスプリー

特別展 日本農耕文化の繁明

稲のシルクロードー

沼津市博物館紀要12

沼津市歴史民俗資料館資料集4

考古資*4(1)柳沢・伊良宇禰

特別展駿河国とその周辺

一奈良・平安時代の沼津一

沼津市歴史民俗資料館資料集6

考古資キヰ(2)鳥谷・大芝原

企画展沼津の凶学

〔愛知〕

知多市文化財資料第28t長

。
イシ

。
。

焼津市教育委員会

静岡県博物館協会

静岡市立殺呂博物館

浜松市博物館
。

焼津市歴史民俗資料館
。
。

イシ

沼津市歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

沼津市歴史民俗資料館

。

イシ

沼津市明治史料館

知多市教育委員会

知多市の民家・山車・屋形調査報告書

知多市文化財資料第27集 イシ

近世の文持研究一堀田家文書を中心としてー

矢作川河床遺跡(I) 岡111M-市教育委員会

岡崎市史研究第10サ 岡崎市史編さん委員会

伊川津遺跡、(本文編) (凶版編) 渥美町J教育委員会

特別展美人画にみる繊維の手仕事 一宮市博物館

特別展一宮の名宝(II ) 

森春議とゆかりの詩人展 。
豊橋市美術博物館年報昭和62年度 豊僑di美術博物館

名古屋市博物館研究紀姿第11巻 名古屋市博物館

名古屋市博物館年報 No.11 

特別展日本陶磁絵巻 側五烏美術館

〔三重県〕

特別展平賀亀祐展

国史絵画

年報海と人間Vol.14・Vol.15

海の図鑑

愛知県陶磁資料館

神宮徴古館
。

i毎の博物館

i毎の博物館

側東海水産科学協会

資料目録 I 美術工芸

資料目録E 考古

資料目録皿 民俗

Ci諮賀〕

近江八幡市埋蔵文化財発掘調査

報告書四 .IX.X.XIII.XVI

草津川改修関連遺跡発掘調査

概要報告書(皿)

松尾遺跡・内池遺跡、

北代遺跡・内池遺跡

三重県立博物館

イシ

イシ

近江八幡市教育委員会

草津市教育委員会

日野町教育委員会
。

宮ノ前遺跡・中甲i孝遺跡・宮ノ後遺跡

三俣遺跡

。
五個荘町教育委員会

ほ場整備関係遺跡発掘報告書XJ-5

総江城遺跡発姻調査報告書

近江出土の施粕陶器

実is.IJ図集成H

特別展謎の湖底遺跡、を探る

〔京都〕

京都府埋蔵文化財情報

第26号・ 27号・ 28号・ 29号・ 30号

考古展第 7回「小さな展覧会」

。
愛東町教育委員会

滋賀県立近江風土記の丘

資料館
。

側京都府埋蔵文化財

調査研究センター
。

京都府弥栄町文化財調査報告第 5集 弥栄町教育委員会

ーニゴレ古墳一

京都の歴史と文化 京都文化博物館

京都府京都文化博物館 。
京都文化博物館(仮称)研究紀要 第 1集

平安宮豊楽殿ー特別展図録一

(財〉京都文化財団

京都市考古資料館

向日市文化資料館向日市文化資料館報第3号

向日市文化資料館報第 4号

向日市文化資料館研究紀要 第3号

第4回特別展「竹の文化」

。
。
。

企画展資料8rふるさとの職人J 京都府立山城郷土資料館

企画展発掘成果速報

鍛冶屋と鋳物sili
丹後国一宮箆ネ111社の絡宝

特別展禅利丹波丹後

資料館紀要第16号

京都の明治農具絵凶

高倉宮・曇華院跡、第 4次調査

平安京跡研究調査報告第18号

〔大阪〕

古代の美とロマンを求めて

「日本列島発掘展J
灘波宮跡環境監備事業報告(4)

大阪市文化財年報告Ij刊号

大阪城跡、皿

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査

報告書昭和58年度~昭和60年度

若江遺跡 第27次発掘調査報告

若江遺跡 第35次発御調査報告

。
京都府立丹後郷土資料館

。
。

京都府立総合資料館

明治農具絵図保存会

側古代撃協会

(賄大阪文化財センター

大阪市教育委員会
。

(附大阪市文化財協会

大阪市教育委員会

側大阪市文化財協会

聞東大阪市文化財協会
。

鬼虎川遺跡 第19次発掘調査報告 東大阪市教育委員会

(聞東大阪市文化財協会

鬼虎川遺跡、 第29・30次発掘調査報告

神並遺跡 II m " 
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邪馬台国から{委の五王へ 豊中市教育委員会

新免遺跡 第11次発掘調査報告書

東奈良遺跡発掘調査概要 茨木市教育委員会

昭和62年度発掘調査概報 I " 

嶋上郡衛他関連遺跡発掘調査概要12 高槻市教育委員会

昭和59・60年度高槻市文化財年報

泉佐野駅上地区試掘調査報告書 泉佐野市教育委員会

川原出池区埋蔵文化財試掘調査報告書

若宮遺跡発掘調査報告書 。
植田池遺跡発掘調査報告書 。
昭和62年度泉佐野市埋蔵文化財発掘調査概要VlII " 

泉南市文化財調査報告書第15集 泉南市教育委員会

文化項目分類 国立民族学博物館

調査報告集9 国立民族学博物館情報管理施設

大昔の人びとと資源 東大阪市郷土博物館

研究紀要第20冊 大阪市l!.博物館

大阪市立博物館報 NU27 ~ 

館報咽 堺市博物館

川中家文書目録近世 大阪府公文書館

高宮八丁遺跡石器編 寝屋川市教育委員会

梶原南遺跡発掘調査報告書 梶原遺跡調査会

郵政考古紀要 大阪郵政考古学会

〔兵庫〕

昭和60年度 遺跡現地説明会資料

昭和61年度 遺跡現地説明会資料

昭和62年度遺跡現地説明会資料

昭和60年度神戸市埋蔵文化財年報

繁田古窯社発掘調査報告書

地下に限る神戸の歴史展V

地下に眼る神戸の歴史展羽

尼崎の漁業

尼崎の絵馬

姫路の文化財第 l巻

伊丹市口酒井遺跡

第11次発掘調査報告書一

丹波国大山荘現況調査報告W

特別展三田の文化財

館報 1987 
総合調査報告書E 書写山円教寺

神戸市教育委員会

イシ

~ 

イシ

。
ク

。
尼崎市教育委員会

~ 

姫路市教育委員会

伊丹市教育委員会

(防古代学協会

商紀・丹南町教育委員会

兵庫県立歴史博物館

イシ

安志藩大庄屋井上家文書 。
特別展テーマは“遊" 。
企画展近世の扉風絵 ク

特別展兵庫の名宝 。
おかげまいり 。
山田博雄収集資料目録 制辰馬考古資料館

考古資料図録 。
黒川古文化研究所収蔵品目録 嗣黒川古文化研究所

第14・第15

〔奈良〕

昭和62年度坪井遺跡・十市城遺跡 橿原市教育委員会

発掘調査概報

埋蔵文化財調査集報昭和60年度

金剛寺遺跡発錦繍査概報 田原本町教育委員会

奈良県立民俗博物館研究紀要第11号 奈良県立民俗博物館

奈良県立民俗博物館・大和民俗公園 奈良県立民俗博物館

年報昭和63年度

古墳を科学する

聖徳太子の世界

飛鳥資料館
。

薬師寺発掘調査報告本文図版 奈良国立文化財研究所

飛鳥・藤原宮発掘調査概報18
奈良国立文化財研究所年報1987
昭和62年度平城宮跡発掘調査部

発掘調査概報

〔和歌山〕

和歌山市立博物館研究紀要3

昭和62年度和歌山市立博物館館報

特別展 戦国時代の紀州雑賀

〔鳥取〕

郷土と博物館第33巻第 l号

郷土と博物館第33巻第 2+-J~ 

鳥取県立博物館研究報告 第25号
倉吉博物館・倉吉歴史民俗資料館要覧

特設展誕生釈迦仏

宮島大蔵流狂言台本

伊藤源之丞本上

〔島根〕

ク

。
。

和歌山市立博物館
。
。

鳥取県立博物館

4シ

。
倉吉博物館

ク

米子工業高等専門学校

国語研究室

西川津遺跡発掘調査報告書W 鳥狼県教育委員会

奥山遺跡発掘調査報告書 。
主主田市遠回地区遺跡分布調査報告脊 I 益田市教育委員会

益田市遠田地区遺跡分布調査報告書E

神原地区遺跡分布調査報告 加茂町教育委員会

史跡出雲玉作跡玉ノ宮地区 玉湯町教育委員会

宙代の女性 島根県立八雲立風土記の丘

~女神たちからのメッセージ~ 資料館

〔岡山〕

長砂谷 l号墳長砂谷製鉄関連遺跡

備中国府跡 緊急確認調査

研究報告第 9号

特別展瀬戸内に生きる

津山郷土博物館

倉敷考古館研究集報 第20号

播磨江ノ上経塚発掘調査報告書

〔広島〕

福山城西三之丸跡発掘調査概報

総社市教育委員会
。

岡山県立博物館
。

津山郷土博物館

倉敷考古館

瀬戸内考古学研究所

広島県草戸千軒町

遺跡調査研究所

草戸千軒町遺跡(第34次) 広島県教育委員会

草戸千軒町遺跡(第35・36次)

糸井馬場第 l号古墳 広島県立埋蔵文化財センタ一

明宮地廃寺跡(第2次)

備後国府跡 。
広島県の埋蔵文化財一昭和61年度一

大宮遺跡発掘調資報告書 聞広島県埋蔵文化財

九反団地区 I. n 調査センタ一

糸井馬場第2号古墳 。
糸井塚 I本第 2号古墳

和田原遺跡

宮風呂遺跡発掘調査報告書

大和遺跡 (A地点)

。
。
。
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宮本古墳 側広島県埋蔵文化財調査センター

槙ヶ坪3号遺跡 (B地区)

小奴可城跡発掘調査報告書 。
賀茂学園都市開発整備事業地内遺跡群m " 
年報皿昭和61年度 。
広島市郷土資料館資料解説書第3集 広島市教育委員会

広島市郷土資料館年報第3集

史跡毛利氏城跡 吉田町教育委員会

年報昭和62年度 広島県立歴史民俗資料館

複製資料目録 第 l集(県内編) 広島県立文書館

複製資料目録第2集(県外編)

特別展安芸・備後の南北朝動乱と情報

紀要第11号 広島市公文書館

広島市公文書館所蔵資料目録第9集

年報昭和61年度 広島県立歴史民俗資料館

新市町立歴史民俗資料館年報 新市町立歴史民俗資料館

広島大学統合移転地埋蔵文化財 広島大学統合移転地

発掘調査年報W 埋蔵文化財調査会

〔山口〕

周防国分寺歴史資料目録

長門国分寺

長門国府周辺遺跡発掘調査報告羽

丸塚遺跡発掘調査概要

館報11 昭和62年度

山口県立山口博物館研究報告第14号

山口県文書館研究紀要 第15号

企画展小野団地方の『古墳文化』展

秋吉台科学博物館報告第23号

〔徳島〕

徳島県立博物館開設準備

調査報告第 I号第2号

埋蔵文化財資料展掘ったでよ阿波

〔香川IJ

山口県教育委員会

神鋼興産株式会社

下関市教育委員会

阿知須町教育委員会

山口県立山口博物館
。

山口県文書館

小野田市歴史民俗

資料館

秋吉台科学博物館

徳島県企薗調査部

文化の森建設事務局

徳島県教育委員会

徳島県郷土文化会館

瀬戸内海歴史民俗資料館年報第13号 瀬戸内海歴史民俗

資料館

瀬戸内の漁船廻船と船大工調査報告(補遺)

〔愛媛〕

高月山古墳群調査報告書 松山市教育委員会

〔福岡〕

牛頚窯跡群 I 福岡県教育委員会

広石古墳群V-1号墳 。
上枇杷・金栗遺跡 。
九州横断自動車道関係埋蔵文化財

調査報告 12・13・14・15

浮羽バイパス関係埋蔵文化財調査報告5

塚堂遺跡V E地区

大宰府史跡発掘調査20周年記念

シンポジウム匙る遠の朝廷

福岡県郷土資料総合目録

昭和62年度下期

大友・立花文書

般若寺跡E

福岡県公共図書館協議会

-福岡県立図書館

福岡県立図書館

九1'/i歴史資料館

大宰府史跡昭和62年度発掘調査概報

発掘が語る遠の朝廷大宰府

福岡県地域史研究ぬ6・No.7.No.8

福岡市の文化財

一無形文化財・有形無形民俗文化財ー

福岡市文化財調査目録3

一宮崎宮収蔵品並田村文書目録一

福岡市埋蔵文化財センタ一年報6・7

福岡市埋蔵文化財年報 1986年度

有国・小田部第9集

比恵遺跡群(8)

井尻B遺跡

博多11一博多遺跡群第33次調査報告一

博多12ー博多遺跡群第35次調査報告一

重留遺跡

井相田C遺跡

羽根戸遺跡

九州歴史資料館
。

側西日本文化協会

福岡県地域史研究所

福岡市教育委員会

。

。
。
4シ

4シ

。
。
4シ

。
。
。

南八幡遺跡ー南八幡遺跡群第3次調査の報告一

立花寺古墳群

。

" 
都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵

文化財調査報告 1. II 博多

長峰遺跡

都地遺跡・金武城田遺跡

。

/， 

" 
音武遺跡群 。
羽根戸原C遺跡群皿 。
戸原麦尾遺跡(1)

柏原遺跡群V.~ " 

田村遺跡V " 
博多 高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告羽

鳥越・七隈古墳群 。
昭和61年度市民大学講座 福岡市立博多市民センター

博多を考えるその4

図書館要覧昭和63年度 福岡市民図書館

大野城市の文化財第19集 大野城市教育委員会

一大野城市ものがたり一

大野城市の文化財第20集 。
大野城市の遺跡①

f中島遺跡、vn " 
牛頭ハセムシ窯跡群 I

釜蓋原遺跡

須玖唐梨遺跡

篠振遺跡

太宰府天満宮ー太宰府天満宮境内地

発掘調査報告書第 l集ー

4少

" 
春日市教育委員会

太宰府市教育委員会

太宰府天満宮

特別企画展弥生の地宝を掘る 筑紫野市立歴史民俗資料館

久原遺跡ー概報古代宗像をさぐる一 宗像市教育委員会

曽根遺跡群W 前原町教育委員会

前原地区遺跡群 1 " 
高祖遺跡群 。
井原遺跡群vn " 
前原町立伊都歴史資料館 。
向畑古墳・藤原遺跡 志摩町教育委員会

新町遺跡II " 
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三代須川遺跡、

神領古墳群E

上徳力遺跡

菊水町遺跡

楠橋貝塚

寺田遺跡、

新宮町教育委員会

宇美町教育委員会

側北九州市教育文化事業団

思i議文化財調査室
。
イ〉

。
砥石坂遺跡・上清水遺跡・新池坂本遺跡

西池ノ内遺跡

。
。

貫川遺跡、 I 。
朽網・原遺跡 。
徳力土地区画整理事業関係調査報告 I

埋蔵文化財調査室年報4 昭和61年度

研究紀要第 2号

。
。
イシ

特別展北九州の中国陶磁

中村平左衛門日記

石塚山古墳発掘調査概報

北原遺跡

飯塚市歴史資料館年報5・6

飯塚市歴史資料館収蔵資料目録

企画展 わがまちの名宝展

筑前鷹烏城跡(rr ) 
米ノ山城跡、

倉久大谷遺跡

舟形石棺保存処理事業報告書H

久福木・立山遺跡

柿又遺跡

教楽来・ーノ尾遺跡

北九州市立考古博物館

北九州市立歴史博物館

苅凹町教育委員会

豊津町教育委員会

飯塚市歴史資料館

考古資料編 。
。

直方市教育委員会

筑穂町教育委員会

宮田町教育委員会内

倉久大谷遺跡調査会

大牟田市教育委員会
。
。
イシ

吉野・神屋原十三塚2号 吉野・東神屋原遺跡 。
甘木山C地点遺跡 。
銀水小学校校庭遺跡 。
小郡遺跡 小郡市教育委員会

小郡中尾遺跡 。
大板井遺跡~ ~ 

三国の鼻遺跡皿 ヒ・中.-r巻

津古生掛遺跡、rr ~ 

稲吉元矢次遺跡 。
横隈狐塚遺跡、w ~ 

小郡遺跡rr ~ 

鈴隈 l号I賞 。
古墳時代の夜明け 小都市埋蔵文化財調査センター

一古墳発生期前後の墳墓と出土造物ー

東部土地区岡5整理事業関係埋蔵 久留米市教育委員会

文化財調査報告書第 7集

筑後国府跡 N編大林遺跡

大善寺玉垂宮関係文書

千光寺宝物展凶録

浮羽町史上巻下巻

福岡県勝販連史

金印ものがたり

〔佐賀〕

長尾開拓遺跡

。
。

久留米市立草野歴史資料館

i手羽町史編集委員会編

福岡県購買販売

農業協同組合連合会

大谷光男著

佐賀県教育委員会
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佐賀県地籍図集成(二) 肥前図神埼郡ー 佐賀県教育委員会

佐賀県農業基盤整備事業に係る イシ

文化財調査報告書 6

九州横断自動車道関係埋蔵文化財 イシ

発掘調査概報第10集

国広遺跡 鹿島市教育委員会

笹ノ尾遺跡群 唐津市教育委員会

小十古窯跡 。
字木汲回遺跡調査概要 。
唐津市内遺跡確認調査(3) ~ 

唐津城跡(rr ) イシ

菅牟田遺跡群確認調査 イシ

馬部甚蔵山遺跡 イシ

十蓮(rr )遺跡、 イシ

草履作遺跡 。
西尾遺跡-A地点一 伊万里市教育委員会

金石原窯辻窯跡・焼山上窯跡 。
焼山中窯跡・市の瀬高麗神上窯跡

柴尾遺跡 I・川崎遺跡 千代田町教育委員会

柴尾遺跡E 。
御手洗古墳・鬼ノ口古墳 呼子町教育委員会

松尾田古墳群 。
下白川窯・年木谷 l号窯 佐賀県立九州陶磁文化館

年報ぬ7 ク

佐賀県立博物館・美術館調査研究書第13集 佐賀県立博物館

古川松線一人と作品一

〔長崎〕

百花台広域公園建設に伴う

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

中道壇遺跡

長崎県埋蔵文化財調査集報氾

大航海時代の長崎県

一南蛮船来航の池を訪ねてー

佐賀県立美術館

制鍋島幸闘士会

長崎県教育委員会

。
。
。

平戸市内キリシタン遺跡 平戸市教育委員会

詳細分布調査報告識

平戸和蘭商館跡 。
史跡、平戸手口i調商館跡保存管理計画策定書

宮崎館遺跡等範囲確認調査概報 諌早市教育委員会

有喜貝塚動物遺存体一

広域北部地区埋蔵文化lH 有明町教育委員会

発掘調査概報(灰の久保遺跡)

長崎市立博物館館報第28号 長崎市立博物館

対馬 くらしの資料展 長崎県立対馬歴史民俗資料館

〔熊本〕

奥野城跡 熊本県教育委員会

島崎一歴史と文化財一

茂木恨横穴群確認調査報告井 本i度市教育委員会

田中城跡 E一主郭調査の概要一 三加和町教育委員会

構築と解体のヴィジョン 熊本県立美術館

熊本市自然・文化資料集成 熊本市立熊本博物館

熊本博物館館報ぬ5 新館10年のあゆみ

熊本のあけぼの ぞシ



〔大分〕

笠松・尾畑遺跡

大分県内遺跡詳細分布調査概報7

塩屋伊深野原遺跡

安岐城跡・下原古墳

竹田市史跡御客屋敷保存修理工事報告書

宮ノ元遺跡・肥後街道

史跡岡城跡保存整備基本設計

史跡岡城跡

史跡岡城跡E

菅生台地と周辺の遺跡潤

岡藩絵図資料編 (1-N) 

日田地区遺跡群発掘調査概報E

日田文化30号

駅館川流域遺跡群発掘調査報告書E

栂牟礼城;祉と関連遺跡、発掘調査概報 I

陣箱遺跡

朝地地区遺跡群発掘調査概報皿

高添遺跡ー出口地区一

高添遺跡群

市ノ久保遺跡

小田遺跡群 1. n 
羽田遺跡 (A地区)

横枕遺跡・日向塚遺跡

第2回特別展人々の祈りと願い絵馬

第3回特別展化粧具の歴史

第4回特別展 国分寺歴史と再現

大分県教育委員会
。
。
。
竹凹市

竹田市教育委員会
。
。
。
。
。

日岡市教育委員会
。

宇佐市教育委員会

佐伯市教育委員会

三重町教育委員会

朝地町教育委員会

千歳村教育委員会
。

犬飼町教育委員会

玖珠町教育委員会

国東町教育委員会

直入町教育委員会

大分市歴史資料館

イシ

イシ

宇佐風土記の丘歴史民俗

資料館年報

大分県立宇佐風土記の丘

歴史民俗資料館

禅文化の世界

研究紀要Vol.3 Vol. 4 Vol. 5 

職人文化の世界

国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査概報

豊後園都甲荘 l

。
。
。
。

大分市史下

〔宮崎〕

大分市史編さん委員会

水谷原遺跡

宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書

第4集本文編・図版編・図面編

宮崎県文化財調査報告書第31集

林遺跡

昭和62年度農業基盤整備事業に伴う

遺跡調資概要報告書

小木原遺跡群・蕨地区

紙屋城祉遺跡発掘調査概要報告書

芳ヶ迫第 l遺跡・芳ヶ迫第 2遺跡

芳ヶ迫第 3遺跡・礼ノ元遺跡、

丸野第 2遺跡

丸野第 2遺跡、 第2次調査

宮崎県教育委員会

ク

。
。
。

えびの市教育委員会

野尻町教育委員会

田野町教育委員会

。
。

宮崎県総合博物館年報昭和62年度 宮崎県総合博物館

研究紀要ぬl13 " 

埋蔵文化財調査研究報告E 下那珂員塚

〔鹿児島〕

名山遺跡 鹿児島市教育委員会

草野貝塚

鹿児島県歴史資料センタ一家明館

所蔵品目録(V)歴史

業明館調査研究報告第 2集

年報昭和62年度

特別展 島津斉彬

企画特別展手わざ

鹿児島市立美術館年報昭和62年度

年報昭和62年度

川内市歴史資料館資料目録(3)

〔沖縄〕

鹿児島市教育委員会

鹿児島県歴史資料

センター繋明館

イシ

イシ

。
。

鹿児島市立美術館

川内市歴史資料館
。

那覇市指定史跡 那覇市教育委員会

読谷村立歴史民俗資料館紀要 読谷村立歴史民俗資料館

読谷村立歴史民俗資料館年報第13号

〔韓国〕

美術史料第40-42号
釜山直轄市立博物館年報

釜山老圃洞遺蹟E

圏立慶州博物館収蔵品図録

開館10周年記念特別展

星州星山洞古墳

園立中央博物館

釜山直轄市立博物館
。

園立慶州博物館

啓明大祭校博物館

古文化第31輯第32輯 韓国大祭博物館協曾

延世大泉校博物館展示品図録 1.[ 延世大挙校博物館

百済文化第17;縮 公州師範大撃百済文化研究所

百済研究18 忠商大撃校百済研究所

属昌壬偽里天徳寺社 釜山女子大製博物館

司号jlOJ~そ科号唱祖 圏立清州博物館

韓国古印刷文化特別展

す位叫竜:)-.ill.ヰ迫電号7]号.ill.

歴史紀行O:J7]註号OJ訓告を0]…
歴史紀行 2O:J 7]を号OJ司令益。l…
湖林博物館所蔵 初雄大歳経調査研究

〔大学〕

す公司君:)-.ill.

(附日i毎財園

側日i毎研究所

側成保文化財園

愛知学院大学論叢 愛知学院大学一般教育研究会

一般教育研究第35巻 3-4号

愛知学院大学語研紀要第13巻 l号 愛知学院大学語学研究所

青山史学第10号 青山学院大学文学部史学研究室

博物館実習報告第 4号 お茶の水女子大学

侍兼山遺跡E

大阪城三の丸跡の調査皿

学芸員課程委員会

大阪大学埋蔵文化財調査委員会

大手前女子学園

岡山大学構内遺跡調査研究年報5 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター

鹿田遺跡、 I

地域総合研究第15巻第 2号

第16巻第 1-2号

鹿児島大学埋蔵文化財

調査室年報皿

。
鹿児島経済大学

地域総合研究所

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

史泉第68-69号 関西大学史学地理学会

関西大学考古学等資料室紀要第5 関西大学考古学等資料室

金大考古第15号 金沢大学文学部考古学研究室

要覧1988 神奈川大学日本常民文化研究所

民具マンスリー第21巻 1-12号 。
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神奈川大学日本常民文化研究所調査報告 神奈川大学日本

第13集民具実測図の方法I一農具一 常民文化研究所

歴史と民俗3

九州文化史研究所所蔵

古文書目録16

九州文化史研究所紀要第33号

京都大学構内遺跡調査研究年報

昭和60年度

石原遺跡

群馬県立.女子大学国文学研究

第九号

国学院大学考古学資料館要覧

1987古瓦

4シ

九州大学文学部附属

九州文化史研究施設

" 
京都大学埋蔵文化財

研究センター

熊本大学文学部考古学研究室

群馬県立女子大学

国語国文学会

国学院大学考古学資料館

医学院大学考古学資料館紀要第4輯

史学研究収録第13号 国学院大学日本史学専攻大学院会

あざみ野遺跡、 国学院大学

園学院大学博物館拳紀要第12鵜 国学院大学博物館学研究室

園学院大学文学部考古学実習報告 園学院大学文学部

第15集第16集 考古学研究室

湯浅八郎記念館年報ぬ6 国際基督教大学博物館

下関市立大学論集 下関市立大学学会

第31巻第3号第32巻第 1-2号

山陰地域研究ぬ4 伝統文化 島根大学山陰地域研究

総合センタ-

MTONGWE AND MGONGA 1986 大参義一信州大学

専修史学第20号 専修大学歴史学会

筑紫女学園大学紀要第 1号 筑紫女学園大学

筑紫女学閏短期大学紀要第二十四号 筑紫女学園短期大学

歴史人類第16号 筑波大学歴史人類学系

帝塚山大学紀要第24号 1987 帝塚山大学

天理参考館報創刊号 天理大学附属天理参考館

東京大学史料編纂所報第22号 東京大学史料編纂所

東海史学第22-23号 東海大学史学会

東洋大学文学部紀要第41集 東洋大学文学部史学科研究室

白山史学第二十四号 東洋大学白山史学会

博物館学年報第20号 同志社大学博物館学芸院課程

立山町上末釜谷3号窯発掘 北陸古代手工業生産史研究会

調査概報 富山大学人文学部考古学研究室

谷内16号古墳 。
能田旭古墳第 l次発掘調査報告 南山大学人類学博物館

平田古墳群 。
人類学博物館紀要第10号高蔵貝塚田

文化財拳報第五集 奈良大学文学部文化財学科

史 叢第40-41号 日本大学史学会

BAIKO MUSE博物館学課程活動報告4 梅光女学院大学

函館海産商開業協同組合寄託資料目録 函館大学図書館

鷹陵史学第14号

人文学論集第22競

悌教大学研究紀要通巻第72競

宮地前遺跡、

働教大学歴史研究所

備教大学学会

" 
別府大学附属博物館

。庚瀬井手日記(二)

福岡大学五十年史 福岡大学五十年史編集委員会

福岡大学五十年史別巻

法政大学多摩校地遺跡群E

明治大学考古学博物館館報ぬ3-4

明治大学考古学博物館蔵品

図録 l 鏡

明治大学和泉校地遺跡

発掘調査報告書

MUSEOLOGIST 昭和62年度年報

山口県雨乞台遺跡の発掘調査

研究報告第5集

山口大学構内遺跡調査研究年報羽

" 
法政大学

明治大学考古学博物館

" 

明治大学和泉校地遺跡

発掘調査団

明治大学学芸員養成課程

山口大学人文学部

考古学研究室

山口大学埋蔵文化財

資料館

立正史学第63号

江戸・仙台坂遺跡(I)

考古学研究室業報24

史観第118-119冊

立正大学史学会

立正大学文学部考古学研究室

3.逐次刊行物

大阪人 42巻5号

季刊考古学第23・25・26・27号

グラフふくおか第376-387号

芸術新i朝 1988.6 

考古学研究 35巻 1-4号

" 
早稲田大学史学会

制大阪都市協会

雄山閤出版

福岡県総務部広報室

新潮社

考古学研究会

月刊考古学ジャーナルぬ290-303号

故宮博物院院刊 第35-42号

伝統と文化 10-11号

都府楼第5-6号

西陣グラフ第377-389号

日本歴史第480-491号

ニューサイエンス社

故宮博物院

側ポーラ伝統文化振興財団

古都太宰府を守る会

西新織工業組合

博物館研究 23巻4号-24巻3号

ふくおか市民グラフ 第73-76号

音川弘文館

日本博物館協会

福岡市市長室広報課

ふるさとの自然と歴史 第200-204号

(紛歴史と自然をまもる会

月刊文化財第295-306号 第一法規出版

月刊文化財発掘出土情報第66号

文化庁月報第235-246号

ジャパン通信社

ぎょうせい

文明のクロスロード 第27-29号

毎日グラフ 第2052号

博物館等建設推進九州会議

毎日新聞社
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福岡市立歴史資料館条例(昭和47年10月23日条例第74号)

(設置)

第1条福岡市及びその周辺の歴史に関する資料(以

下「資料」という。)の保存と活用を図り，もって市

民文化の向上に資するため，福岡市立歴史資料館(以

下「資料館」という。)を福岡市中央区天神一丁目に

設置する。

(事業)

第2条 資料館は，次の各号に掲げる事業を行なう。

(1) 資料の収集，整理及び保存に関すること。

(2) 資料を市民に展示し，公開すること O

(3) 資料の専門的調査研究を行なうこと。

(4) 前各号に掲げるもののほか，資料館の設置の目

的達成に必要なこと。

(職員)

第3条 資料館に館長その他必姿な職員を置く。

(観覧料)

第4条 資料館に展示した資料の観覧料は，徴収しない。

2 前項の規定にかかわらず，資料館に特別の展示を

したときは，教育委員会は，その実費相当額の範囲

において観覧料を徴収することができる。

(入館の制限)

第5条 教育委員会は，次のいずれかに該当する者に

対し入館を拒み，又は退去を命ずることができる。

(1) 資料館の管理上必要な指示又は指導に従わない

もの

(2) 資料館の管理上支障があると認められるもの

(資料の貸出し)

第6条教育，学術若しくは文化に関する機関，若し

くは団体又は学術研究のために特に資料を利用しよ

うとする者は，教育委員会の許可を受けて資料の貸

出しを受けることができる。

2 前項の貸出しは，資料の保管について安全が確保

できると認められる場合に限り行なうものとする。

(損害賠償)

第7条 資料の観覧者又は貸出しを受けた者がその責

に帰すべき理由により資料館の建物若しくは施設又

は資料を破損し，滅失し，又は汚損して本市に損害

を与えたときは，これを原状に復し，又はその損害

を賠償しなければならない。

(協議会)

第8条 資料館に福岡市立歴史資料館協議会(以下

「協議会Jという。)を置く。

2 協議会は，資料館の運営に関し館長の諮問に応ず

るとともに，館長に意見を述べるものとする。

3 協議会の委員の定数は. 20人以内とし，次の各号

に掲げる者のうちから教育委員会が任命する。

(1) 学校教育及び社会教育の関係者

(2) 学識経験者

4 前項の委員の任期は 2年とする。ただし，補欠

委員の任期は，前任者の残任期間とする。

5 委員は，再任されることができる。

(委任)

第9条 この条例に定めるもののほか，資料館の管理

に関し.z、要な事項は，教育委員会規則で定める。

附則

この条例は，昭和47年11月16日から施行する。

改正昭和 50.一教育規則 25.

福岡市立歴史資料館条例施行規則(思議雲品l蹴ii) 誤認な二諒顎12

(趣旨)

第1条 この規則は，福岡市立歴史資料館条例(昭和

47年福岡市条例第74号。以下「条例」という。)の施

行に関し~.、要な事項を定めるものとする。

(組織)

第2条福岡市立歴史資料館(以下「資料館」という。)

の事務を行なうため，資料館に管理係を置く。

(職員)

第3条 資料館に館長，係長，吏員その他の職員を置く。

2 前項の職員のほか，特定事務を担当させるため，

資料館に文化財主事を置くことが出来る。

3 館長.係長及び文化財主事は吏員のうちから命ずる。
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4 前項の規定にかかわらず，館長については非常勤

嘱託職員をもって充てることができる。

5 係長又は文化財主事のうちから総括係長を命ずる

ことがある。

6 館長及び係長は，上司の命を受けて資料館又は係

の事務を掌理し，所属職員を指簿監督する。

7 文化財主事は，上司の命を受けて担当事務を処理

する。

8 吏員その他の職員は，上司の命を受けて分担する

事務を処理する。

(職務権限の代行)

第4条 館長に事故がある場合又は館長が欠けた場合

において，特に事務取扱者を命じないときは，係長

がその係に属する事務について館長の職務権限を代

理し行なう。ただし，重要又は異例な事務について

は，文化部長の指揮を受けなければならない。

2 前項の規定により館長の職務権限を代理して行な

う者がないときは，文化部長が行なう。

(開館時間)

第5条 資料館の開館時間は，午前 9時から午後5時

までとする。ただし，教育長は，必要があると認め

る場合には，これを変更することができる。

(休館日)

第6条 資料館の休館日は，次のとおりとする。ただ

し，教育長は必要と認める場合には，これを変更し

又は臨時に休館することができる。

(1) 毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年 1月3日まで

(入館者の心得)

第7条 資料館に入館する者は，次の事項を守らなけ

〔機構及び職員構成〕 ( )は員数

教育委員会一一教育委員会事務局 文化部

「歴史資料館協議会(16)
i 管理係(2)

歴史資料館(6)一一一-1
館長(非常勤1)

卜文化財主事(J)

」非常勤(歴史・民俗担当)12)

ればならなし、。

(1)所定の場所以外の場所で飲食し，喫煙し又は火

気を使用しないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ほ寸行為をしな

いこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 職員が行なう管理上必要な指示又は指導に従う

こと。

(貸出)

第8条条例第6条第 l項の規定による資料の貸出を

受けようとする者は，福岡市立歴史資料館資料貸出

許可申請書(様式第 l号)を教育長に提出しなけれ

ばならない。

2 条例第6条第 l項の規定による資料の貸出の許可

は，資料貸出許可書(様式第2号)を交付して行なう。

(寄贈等)

第9条 資料館に資料を寄贈し，又は寄託しようとす

る者は，教育委員会に申し出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは，寄託者の承認を得

て行なうものとする。

(委任)

第10条 この規則の施行に関し，必要な事項は，教育

長が定める。

F>ft則

この規則は，公布の日から施行する。

附則(昭和50年7月24日教規則第25号)

附則(昭和53年4月 1日教規則第13号)

この規則は，公布の日から施行する。

附則(昭和60年4月1日教規則第26号)

この規則は，公布の日から施行する。

施設概要

・開館 昭和47年11月16日

・敷地面積 597.85m 

・延床面積 88665ぱ

-竣工 明治42年 2月末

-重要文化財昭和44年3月12日国指定

-博物館相当施設昭和49年9月21目指定

(博物館法第29条)
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